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子どもにとって、

大人にとって、老

人にとって

ほめられる、評価

されるからではな

く、自分の判断で

行為する

自分の思っている

こと考えているこ

と→自分の言葉で言

えること

自立→自分で立つ→

自活とは違う

精神的、経済的・

物質的、身体的に

自立する

他人のせいではな

く自分の「足」で

立つ→精神的に

自分で決められる

こと→それで人生は

うまくいく

行動につながる 経済的繋がり→感謝

する→人間の関係

価値判断→自分が納

得する

自分の判断だと

思っている→本当に

自分の判断か?

他人の力を借りて

生きている

自立→中立→他人の

言葉を借りること

言葉の質→自立の質

自分の思い、気持

ちを言葉にきざむ
「自立」はある

か？

お互いに共存する 他人との関係、ま

わりで共存共栄

自立とは社会の中

での個人のあり方

自然に生かされて

いる「いのち」で

もある

反対語の「依存」→

他人を頼る、従う
他人を切り離して

生きていけない
他人がいて自分が

成り立っている

自立→できることと

できないことの助

け合い

老人介護→介護され

ている人に自立は

あるか

子どもが自立する

とはどういうこと

か

自分の行動に責任

をとれる
自分を客観的に見

れる

老いたらできなく

なることが多くな

る

助けてもらうこと

によって自立でき

る

生まれたばかりの

子どもは親に依存

しないと生きられ

ない

助けてもらって感

謝する→自立

自分を知る

自立できるまでに

時間が必要

見守る、承認が必

要

愛→依存が必要→互

いに思いやる

十分な依存の裏打

ちがあって自立で

きる

自立と依存は対立

ではない。必要な

依存が自立を助け

る



個人の自立がなけ

れば国家の自立は

あり得ない（福沢

諭吉）

依存のなかに溺れ

込んでいる親子も

いる→ベタベタ
同調圧力、世間の

目に押しつぶされ

る

心の自由のあるこ

とが自立

自分が自分である

こと

自助・共助・公助

ということ

個人の精神的自立→

自分の意志でこう

したい

子どもが生まれる→

自分のせい

頼られている親は

安定感を持つ→子ど

もは自立

自立は常に変化し

ている

精神的に安定させ

る方法→宗教などに

頼る自分の中で納得す

る、周りの人に合

わせるのではない 自己になるべき

同調圧力にめげず

にできるか

一人では生きられ

ない（物質的、精

神的に）→不安

社会の中で座標軸

を持つ→価値観、居

場所

人は人と人とが関

係して生まれ存在

となる

自然の中で人と人

との間で生きる→お

互いに関係し依存

しあう存在

生老病死→人の間で

起こる社会的なこ

と

ドイツ→ナチス政権

を選びユダヤ人大

量虐殺

自由→孤独→不安。

不安に耐えられる

か

自立→人間は自由で

あると同時に孤独

な存在

日本→アジア侵略中

国人等虐殺

普通の人々が「正

しい」と思って

行ったこと

同調圧力→不安、恐

怖で人を支配する

自分では判断せず

他者の意志・判断

をそのまま受け入

れる→自分を捨て自

動機械となる

内なる声を聴く→良

心に忠実であるこ

と

権威が決めてくれ

れば「安心」→責任

をとらなくて済む

真の自己の声に答

えられるか→孤独な

こと


